
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

丸子山周辺地区

令和元年 ５月

島根県　雲南市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

H　　年　月

％ 60.7

その他の
数値指標１

指　標 従前値 総合所見

※フォローアップの必要のある指標について記入

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに

よる確定値
計測時期

－
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

下水道整備により、地区を賄うのに
必要な延長が確保され、市街地環
境の安全性・快適性が向上した。

12.5 12.5 H30年10月

100 －

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

区画が整理され、老朽化した建物の
立地区画率が低下し、より安全な市
街地環境が形成された。

指標４ 生活環境満足度 ％ 30.3

指標２ 公共下水道の整備率 ％ 23.0

指標３ 老朽建物立地区画率

総合所見

道路整備により、道路幅員の拡大
や歩道が確保され、道路改善率が
増加し、地区内の移動の安全性、利
便性が向上した。また、大東地域か
ら松江市までのアクセス網が整備さ
れたことにより、通勤時間帯に発生
する慢性的な渋滞の緩和が期待さ
れる。

－
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

道路や下水道等の生活基盤の整備
により、地区内住民及び保育園関
係者・利用者の生活環境満足度
は、従前値と比較し増加した。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

－
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

－

○

63.4 H31年 1月 ○

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

－

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

94.3

計測時期

H30年10月

－

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 道路改善率 ％ 73.0

1年以内の
達成見込み

100

18

50 △

1年以内の
達成見込み

○

94.3

見込み・確定
の別

90 ○

目標値

45.2

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

事後評価

見込み・確定の別



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

住宅や商業施設等の立地の促進

土地利用の増進・活性化

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

安心・快適で魅力的な住環境・商業環境の維持

生活・都市基盤施設が整備され、安心・快適な住環
境・商業環境が形成された地区であること、併せて
固定資産税の優遇措置や宅地購入補助等につい
ても周知を図った。

庁舎移転が決定している大東総合センターの跡地
と悠々広場の一体的な活用方針を検討中である。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

立地促進に向け、周知内容等の検討を図った。

地区周辺も含めた今後のまちづくりを見据え、活用方針の検討
を図った。

実施した結果

定期的な維持管理を行うことで、快適な住環境等が
保たれた。

安心・快適で魅力的な住環境・商業環境の形成のため、地区内
の道路変状の確認、除草作業等、生活・都市基盤施設の適切な
維持管理を実施した。

実施した具体的な内容

居住や商業施設の立地促進のためのパンフレット作成配布や広
報記載等による市内外へのＰＲの強化する。

大東総合センターの跡地と悠々広場の一体的な活用方針の検討
を継続する。

今後の課題　その他特記事項

今後も適切な維持管理を継続していく。

具体的内容

特になし

実施時期



都市再生整備計画
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

平成 25 年度　～ 平成 29 年度 平成 25 年度　～ 平成 年度

目標

目標１
目標２

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ H24 H29

％ H24 H29

％ H24 H29

％ H23 H29

うんなんし まるこやましゅうへんちく

・「雲南市・大東地域全体の定住促進」「大東地域・中心市街地全体の土地利用増進・活性化」に貢献することが本地区最大の課題である。
・そのために、本地区では、（都）新庄飯田線整備事業、丸子山周辺土地区画整理事業などに併せて、さらに、生活・都市基盤施設を充実し、安心・快適で魅力的な住環境・商業環境等を整えることが必要である。

90

公共下水道の整備率 地区内を賄うのに必要な延長に対する整備延長の割合
地区内の公共下水道整備地区内の下水道整備の進捗や、快適な生活環
境を示す指標であり、100％を目指す。

23.0 100

道路改善率 地区の道路延長に対する、幅員6.0m以上の道路延長の割合
地区内の道路の改善の程度や快適な生活環境を示す指標であり、90％
を上回ることを目指す。

73.0

18

生活環境満足度
地区内住民、公共施設関係者・利用者が、住みよく利用しやすい
生活環境だと感じている割合（生活環境満足度アンケートによる）

地区内の生活・都市基盤施設整備による生活環境の満足度を示す指標
であり、満足と感じる割合が50％を上回ることを目指す。

30.3 50

老朽建物立地区画率
地区内の住宅や商業施設、公共施設の昭和56年以前に建てられ
た建物の区画の割合

雲南市が推進する建築物の耐震性向上に向けて、地区内の老朽建築
物の立地割合を示す指標であり、現在、「雲南市木造住宅耐震改修助
成事業」「雲南市住宅改修促進事業」等の施策にも取り組んでいること
から、将来的に0％を目指す。(目標値はH29年度の目標値)

60.7

面積 4.5 ha雲南市 丸子山周辺地区

計画期間 交付期間 29

都道府県名 島根県 市町村名 地区名

大目標：　安心・快適で魅力的な居住・商業市街地環境を整備し、大東地域の定住人口の増加促進、中心市街地の活性化を図る。
道路、宅地、下水道、緑地等の生活・都市基盤施設の充実を図り、安全で便利な市街地環境を整備する。
中心市街地として、住宅や定住促進のための施設立地を促進する。

・雲南市は、島根県の東部に位置し、県内の中核都市である松江市と出雲市に隣接している。
・本地区は、雲南市を構成する6つの地域（町）のうち、大東地域に属しており、大東地域は、松江市、出雲市へ共に約20ｋｍの場所に位置し、両市への通勤・通学・買物に比較的便利な立地環境にある。
・しかしながら、大東地域は、道路・上下水道をはじめとする生活基盤の整備が遅れており、人口減少・高齢化に加え、松江市・出雲市への人口・消費流出等の影響もあり、近年、空家、空き店舗が増加し、地域全体や中心市街地の活力が低下してきて
いる。
・こうした状況を踏まえ、大東地域・中心市街地では、定住促進、土地利用増進、商業をはじめとした産業の活性化などに向けて、（都）新庄飯田線整備事業、大木原土地区画整理事業、丸子山周辺土地区画整理事業などによる生活基盤整備に取組ん
でいる。
・（都）新庄飯田線は、松江市と雲南市を結ぶ地域の主要な幹線道路で、大木原土地区画整理事業、都市計画道路事業により、西側から順次整備を進めており、現在は本地区の西端までの整備が完了し、引き続き赤川までの整備を予定している。
・大木原土地区画整理事業は、平成15年度から事業に着手しており、現在は基盤整備が完了し、主に商業地・住宅地としての市街地の形成が進行している。
・本地区は、雲南市役所大東分庁舎、大東ドーム、保育園、商業施設などが立地し、周辺には、雲南市大東総合センター（支所）、丸子山公園なども立地する公共公益を中心とした地区である。
・雲南市役所大東分庁舎は、旧大東中学校の施設を再利用していたものであるが、(都)新庄飯田線の施工に伴って除却されることから、本地区を新たに市街地整備・都市再生の空間、定住・商業用地などとして有効活用することが必要である。
・丸子山周辺土地区画整理事業は、（都）新庄飯田線の整備と沿道宅地を一体的に整備することを目的に、雲南市役所大東分庁舎、大東ドーム、商業施設などを含む範囲を平成23年2月に都市計画決定し、その後、平成23年5月に事業認可を受けて、
事業を推進している。

・「雲南市総合計画」の将来像は、分野別に５つの将来像を定めており、このうち、本地区と特に関係性が高い将来像として「環境に配慮した安全・快適な生活環境づくり《定住環境》」や「賑わいあふれる雲南市《産業・雇用》 」を掲げている。
・「雲南市総合計画」では、本地区や周辺地域を、「中核拠点ゾーン（行政をはじめ、保健・医療・福祉、教育文化などに関わる公共施設や商業にぎわいの拠点、産業の集積を図るゾーン）」や「住環境開発ゾーン」に位置づけている。
・「雲南市総合計画」の「大東地域計画」では、「地域のまちづくりの目標」に、「すべての人にとって安心・快適な定住地域づくり」と「市民活動の拡大・連携による活力ある地域づくり」の２つを掲げている。
・「大東町都市計画マスタープラン」では、本地区とその周辺地域一帯を「中心市街地ゾーン」、本地区を「公共公益ゾーン」に位置付けている。なお、本市では、平成21年に都市計画区域が再編され、現在、雲南市都市計画マスタープランを策定中である
（平成25年度完成予定）。
　　　中心市街地ゾーン：行政、業務、商業などの都市機能が集積する町の中心ゾーン。中心性と魅力を高め、より一層の機能強化・集積、利便性の向上を図っていく。
　　　公共公益ゾーン：主要幹線道路が集まる中心核に、公共公益施設を集積し、風格があり、まちの顔となるシンボルゾーンを形成する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

【道路、宅地、下水道、緑地等の生活・都市基盤施設の充実を図り、安全で便利な市街地環境を整備する。　】
・（都）新庄飯田線等の整備に併せた市道整備により、宅地の利便性や住環境の向上を図る。
・下水道整備により、住環境・商業環境等を向上し、住宅・商業施設等の立地を促進する。
・緑地を整備し、人々が集う魅力的な場を形成することにより、地区内や中心市街地の環境を快適なものとする。

【基幹事業】
道路：(仮)市道悠々通り線、(仮)市道宗専寺線
下水道：管路、マンホール
地域生活基盤施設：緑地
【関連事業】
都市計画道路新庄飯田線整備事業（第２工区）
都市計画道路新庄飯田線整備事業（第３工区）
丸子山周辺土地区画整理事業
一般県道上久野大東線整備事業

【中心市街地として、住宅や定住促進のための施設立地を促進する。】
・地域の骨格となる幹線道路整備と地区内市道の一体的整備により、土地利用の促進を図る。
・生活の基盤となる下水道を整備することにより、住みよい環境を創出する。

【基幹事業】
道路：(仮)市道悠々通り線、(仮)市道宗専寺線
下水道：管路、マンホール
【関連事業】
都市計画道路新庄飯田線整備事業（第２工区）
都市計画道路新庄飯田線整備事業（第３工区）
丸子山周辺土地区画整理事業
一般県道上久野大東線整備事業

○　情報公開
　・基幹事業や関連事業は事業概要や進捗の状況をホームページを通じ市民へ情報提供する。

○　円滑な事業執行の環境（基幹事業の実現性）
　・基幹事業は都市計画道路新庄飯田線街路事業と併せて実施するものであり、事業の熟度が高く地域の理解が得られている。

○ 都市計画道路新庄飯田線街路事業の合意形成の状況
　・（主）松江木次線バイパス大東地区整備促進期成同盟会による地元推進組織と連携した事業推進活動などにより合意形成が図られている。

○ 丸子山土地区画整理事業の合意形成の状況
　・これまで、権利者12名に対して、戸別訪問や説明会等により事業の概要についての説明を行ったが、現在のところ特に反対等の意見は出ていない。
　
○　地元の熱意
　・地元住民を中心として（主）松江木次線バイパス大東地区整備促進期成同盟会を設置し、関係機関への要望活動や地元説明会など事業推進に向けた活動が継続的に成されている。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分うち民負担分事業費

道路 雲南市 直 L=96m　W=8.5m 25 25 25 40.0 40.0 40.0 40.0
道路 雲南市 直 L=166m　W=4.0～6.0m 25 28 25 28 25.0 25.0 25.0 25.0
道路
道路（地方都市リノベーション事業）
公園
公園（地方都市リノベーション事業）
古都及び緑地保全事業
河川

下水道 雲南市 直 25 28 25 28 24.0 24.0 24.0 24.0

駐車場有効利用システム
地域生活基盤施設 雲南市 直 28 29 28 29 17.0 17.0 17.0 17.0
高質空間形成施設
高次都市施設
地方都市リノベーション推進施設
生活拠点施設

土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 106.0 106.0 106.0 ## 106.0 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分事業費
雲南市 直 管路L=150m　集水桝3基 28 28 28 28 13.0 13.0 13.0 13.0

雲南市 直 － 29 29 29 29 2.0 2.0 2.0 2.0

合計 15.0 15.0 15.0 ## 15.0 …B
合計(A+B) 121.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
島根県 国土交通省 L=261m　W=23m ○ ○ 20 25 883
島根県 国土交通省 L=410m　W=17m ○ ○ 23 29 1,903
雲南市 島根県 A=2.1ha ○ 22 29 1,725
島根県 国土交通省 L=800m　W=7m ○ ○ 23 29 206

合計 4,717
一般県道上久野大東線整備事業 大東町大東
丸子山周辺土地区画整理事業 大東町大東

大東町大東

交付期間内事業期間
細項目

(仮)市道悠々通り線
(仮)市道宗専寺線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模 （参考）事業期間

交付対象事業費 121.0 交付限度額 48.4 国費率 0.4

事業活用調
査

事業効果分析

細項目

－

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

地域創造
支援事業

雨水排水路

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

都市計画道路新庄飯田線整備事業（第２工区） 大東町大東
都市計画道路新庄飯田線整備事業（第３工区） 大東町大東



都市再生整備計画の区域

　丸子山周辺地区（島根県雲南市） 面積 4.5 ha 区域 大東町大東の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。



道路改善率 （％） 73.0 （平成24年度） → 90 （平成29年度）
公共下水道の整備率 （％） 23.0 （平成24年度） → 100 （平成29年度）
老朽建物立地区画率 （％） 60.7 （平成24年度） → 18 （平成29年度）

生活環境満足度 （％） 30.3 （平成24年度） → 50 （平成29年度）

　丸子山周辺地区（島根県雲南市）　整備方針概要図

目標

　安心・快適で魅力的な居住・商業市街地環境を整備し、大東地域の定住人口の増加促進、中
心市街地の活性化を図る。
　　　目標１：道路、宅地、下水道、緑地等の生活・都市基盤施設の充実を図り、安全で便利な
　　　　　　　　市街地環境を整備する。
　　　目標２：中心市街地として、住宅や定住促進のための施設立地を促進する。

代表的
な指標


